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北
海
道
で
８
月
27
日
に
発
令
さ
れ
た
３
度
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
10
月
１
日
に
解
除
さ
れ
ま
し

た
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
進
み
、
感
染
者
が
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
油
断
す
る
こ
と
な

く
、
黙
食
や
３
密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
の
回

避
な
ど
の
基
本
的
な
対
策
を
怠
ら
ず
、「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ
」
の
新
し
い
生
活
様
式
を
実
践
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

西
村
組
で
は
９
月
18
日
に
一
回
目
、
10
月
16

日
に
二
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
職
域
接
種
を
実
施
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
、
か
わ
む
ら
整
形
外
科
と
小
林
病
院
の

皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
西
村
組
の
職
域
接
種
ス
タ
ッ
フ
と
お

手
伝
い
し
て
い
た
だ
い
た
全
て
の
従
業
員
の
皆

様
に
つ
い
て
は
、
日
々
の
業
務
が
あ
る
中
で
大

変
な
苦
労
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
西
村
組
の
ス

タ
ッ
フ
み
ん
な
の
力
が
一
つ
に
な
り
、
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
日
々
の
仕
事
に
ど
う
い
っ

た
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。
以
前
お

伝
え
し
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、「
生

き
残
る
の
は
、
変
化
に
強
い
者
で
あ
る
」。
今
置

か
れ
て
い
る
環
境
の
中
で
、
こ
れ
が
ベ
ス
ト
な

の
か
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
自
ら
の
手
で
変

化
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
今
や
っ
て

い
る
こ
と
が
す
べ
て
正
し
い
と
い
う
の
で
な
く
、

何
か
改
善
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
と
い
う
視

点
を
、
常
に
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。
そ
の
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
う
の

は
西
村
組
の
大
切
な
知
的
財
産
と
な
る
の
で
す
。

日
常
の
業
務
へ
の
工
夫
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
一

歩
進
ん
で
、
こ
の
技
術
で
特
許
を
取
れ
る
の
で

は
な
い
か
、
商
品
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
発
展
し
た
考
え
を
持
っ
て
欲
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
日
本
中
、
世

界
中
に
広
ま
っ
て
行
く
こ
と
で
、
地
域
の
発
展

に
寄
与
し
、「
誰
も
が
知
っ
て
い
る
、
誰
も
見
た

こ
と
が
な
い
建
設
会
社
」
へ
近
づ
い
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

令
和
３
年
度
も
も
う
半
分
が
終
わ
り
、
折
り

返
し
地
点
を
過
ぎ
ま
し
た
。
年
度
当
初
に
立
て

た
目
標
の
進
捗
状
況
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
目

標
達
成
に
向
け
て
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
か
、

も
う
一
度
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
物

事
の
本
質
を
見
つ
め
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
正
確
な
情
報
を
入
手
し
、
し

っ
か
り
と
し
た
判
断
基
準
に
基
づ
い
て
行
動
す

る
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
西
村

組
の
皆
さ
ん
に
は
「
西
村
組
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
迷
っ
た

と
き
に
は
、
そ
こ
に
判
断
基
準
、
行
動
基
準
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
正
確
な
一
次
情
報

を
入
手
す
る
だ
け
で
す
。
毎
日
の
生
活
や
仕
事

の
中
で
経
験
を
積
み
、
鋭
い
目
を
養
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。



　我々が住む日本には、色とりどりに表情を変える“季節”という自然の贈
り物があります。
　それを五感のすべてを使って体いっぱいに感じること、さらには人間にと
って一番大切な“心”で感じられることはとても素晴らしいことであります。
　当社を支えてくださる皆様が、いつまでも健康で心豊かであることの願
いをこのタイトルにこめ、西村組の“姿”を“季節”とともにお伝え致します。
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❻
　オホーツク海地区頓別増殖場造成工事（補正）
　　　　　　　　　　　　現場代理人　中川　敬

　サロマ湖漁港外１港　
　　アイスブーム補修その他工事
　　　　　　　　　　　　　担当者　齋藤　正太

　網走地区（常呂漁港）水産物供給基盤
　　機能保全工事（補正）（翌債）外
　　　　　　　　　　　現場代理人　依田　広司

現場紹介

安全衛生
❹

　全国労働衛生週間

入社して半年が経ちました

雄武地区小学生現場見学会

令和３年度　北海道開発局優良工事等表彰
　　　　　　　　  網走開発建設部長表彰

日本港湾協会　港湾功労者表彰

石巻市表彰式

あおみ建設株式会社様より表彰状

清水町から感謝状

職域接種を実施しました

西村組×ひがし北海道クレインズ

石狩港新港ゴミ拾い

コムケ湖周辺ゴミ拾いボランティア

チャレンジ・セーフティーラリー北海道2021

インターンシップ

秋の交通安全運動

湧別建設業協会主催　交通安全街頭啓発

INFORMATION
　　親睦会だより
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NISHIMURA HOTLINE
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安全環境管理部NEWS

経営企画部NEWS

❾

採用と、チームと…
❾

代表取締役　西村　幸浩

「withコロナ」の新しい生活様式を
　　　　　　　実践していきましょう

❷

連載スタート！

連載スタート！
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実施期間／令和3年10月1日（金）～7日（木）

●安全衛生

　本年度も9月1日から9月30日を準備期間、10月1日から7日までを本週間として、第72回全国労働衛生週間が実施
されました。
　建設業に従事する労働者の健康を巡る状況は、令和2年の業務上疾病を見ると、883人、前年比278人の増加となっ
ています。脳・心臓疾患に係る労災補償請求件数は108件で前年比22件減となっておりますが、新型コロナウイルス感
染症の拡大も鑑みると、大変憂慮すべき状況にあります。
　また、仕事や職業生活に関する強い不安、悩み又はストレスを感じる労働者も多く、健康障害の防止対策およびメンタ
ルヘルス対策の推進が求められるとともに、さらには高年齢労働者が安心して安全に働ける職場環境づくりや労働災害
の予防的観点から、健康づくりの推進も行わなければなりません。
　こうした背景を踏まえて今年度は、『向き合おう！　こころとからだの　健康管理』の全体スローガンにより全国労働衛
生週間を展開し、労働衛生意識の高揚を図り自主的な労働衛生管理活動の一層の推進を図るともに、新型コロナウイル
ス感染症の拡大防止に向けた副スローガンとして『うつらぬうつさぬルールとともに　みんなで守る健康職場』を設け、
事業場における更なる感染防止の徹底を呼び掛けています。
　これらの取組が事業場によって着実に実施され、健康の確保、推進が図られるためには、経営トップや事業場のトップが
自らの責務について認識し、衛生管理者、衛生推進者等が中核となって衛生委員会の場を活用するなど労働者の意見を
反映させながら対策を展開させていくことが重要となります。労働者自身もそれぞれの立場におい
て健康管理の活動に参加し、積極的にこころとからだの健康づくりに取り組んでいきましょう。

【向き合おう！  こころとからだの　健康管理】
令和3年度

全国労働衛生週間
スローガン

【挑戦しよう！災害ゼロから危険ゼロへ！】
㈱西村組
令和3年度

年間スローガン

趣　　旨

全国労働衛生週間全国労働衛生週間
全国労働衛生週間を契機として、作業員の健康維持・増進等の重要性について
認識を深め、心身ともに健康で快適な職場づくりのため効果的な労働衛生活動を
展開する。
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●安全衛生

全
国
労
働
衛
生
週
間
を
迎
え
て

　

み
な
さ
ん
、
毎
日
の
お
仕
事
ご
苦
労

様
で
す
。

　

令
和
３
年
度
の
全
国
労
働
衛
生
週

間
は
、
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
を
準

備
期
間
、
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を

本
週
間
と
し
て
、
左
記
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

【
向
き
合
お
う
！
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

健
康
管
理
】

　

期
間
中
、
み
な
さ
ん
の
健
康
保
持
・

増
進
等
の
重
要
性
に
つ
い
て
さ
ら
に

認
識
を
深
め
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、

誰
も
が
安
心
し
て
働
け
る
快
適
な
職

場
づ
く
り
を
目
指
し
、
効
果
的
な
労
働

衛
生
管
理
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
世
界
的
に
流
行
し
、
我
が
国

に
お
い
て
も
、
８
月
に
４
度
目
の
緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
て

国
民
が
一
体
と
な
っ
た
協
力
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
現
在
で
は
、「
三

つ
の
密
」
を
避
け
る
こ
と
の
徹
底
や

「
新
し
い
生
活
様
式
」の
推
進
な
ど
、
こ

れ
ま
で
と
は
違
う
社
会
生
活
や
企
業

活
動
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、
建
設
業
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
に
つ
い
て
の
報

告
遅
れ
は
労
災
隠
し
と
同
等
に
扱
わ

れ
る
な
ど
、
真
摯
な
対
応
を
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。協
力
業
者
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
現
場
内
で
感
染
者
が
発

生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
報
告
す
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
建
設
業
に
従
事
す
る
労
働
者

の
健
康
を
巡
る
状
況
は
、
令
和
２
年
の

業
務
上
疾
病
を
見
る
と
、
８
８
３
人

（
前
年
比
２
７
８
人
増
）
と
大
幅
に
増

加
し
て
い
ま
す
。脳
・
心
臓
疾
患
に
係

る
労
災
補
償
請
求
件
数
は
１
０
８
件

で
前
年
比
22
件
減
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
も
鑑
み
る
と
、
大
変
憂
慮
す
べ

き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
石
綿
を
原
因
と
す
る
肺
が
ん

及
び
中
皮
腫
の
労
災
支
給
決
定
件
数

は
、
近
年
、
建
設
業
が
共
に
全
体
の
約

半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
２
０
３
０

年
頃
に
は
石
綿
含
有
建
材
を
用
い
た

建
築
物
等
の
解
体
工
事
件
数
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
社
に
お
い
て
は
、
過
重

労
働
に
よ
る
脳
・
心
疾
患
の
予
防
の

た
め
に
疲
労
蓄
積
度
自
己
診
断

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
健
康
状
態
の
把

握
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
作

業
環
境
や
作
業
方
法
な
ど
の
改
善
を

す
す
め
、
心
と
か
ら
だ
の
両
面
か
ら
の

健
康
管
理
対
策
、
快
適
で
明
る
い
職
場

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
の
で
、
次
の
各

項
目
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。一

．作
業
方
法
な
ど
を
工
夫
し
、
時

間
の
短
縮
が
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
下
さ
い
。

一
．作
業
開
始
前
の
準
備
体
操
や
作

業
終
了
後
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
励

行
し
て
下
さ
い
。

一
．体
調
の
不
安
や
悩
み
が
あ
る
場

合
は
、
早
め
に
上
司
に
相
談
し

て
下
さ
い
。

一
．疲
れ
を
取
る
た
め
に
早
寝
を
実

行
し
、
十
分
な
休
養
を
と
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

一
．バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
を
心

が
け
、
よ
り
よ
い
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
て
下
さ
い
。

　

職
場
に
お
い
て
、
ま
ず
は
従
業
員
の

皆
さ
ん
が
朝
の
挨
拶
か
ら
始
ま
る
職

場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
一
層

促
進
し
、
心
と
体
の
健
康
に
も
十
分
配

慮
し
て
い
た
だ
き
、
全
国
労
働
衛
生
週

間
中
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
引
続
き
無

事
故
・
無
災
害
で
工
事
を
完
成
さ
せ

る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

令
和
三
年
十
月 

一 

日

株
式
会
社
　
西
村
組

代
表
取
締
役
　
西
村
　
幸
浩

月　　日 行 事 項 目 行　　事　　内　　容

10月1日（金）趣旨徹底の日 １．社長からのメッセージ伝達
２．意義と重要性の強調並びに行事予定説明
３．労働衛生に関するポスターや垂れ幕等掲示

10月2日（土）家族健康の日 1.家族みんなで健康について考える
2.心とからだの健康チェック

10月3日（日） 休養の日 1.心身のリフレッシュ
2.ゆっくり体操

10月4日（月） 総点検の日 1.保護具の使用及び保管状況の点検
2.工事用機械・工具・設備・作業方法の
　衛生面からの点検
3.危険・有害物の使用及び保管状況の点検
4.作業場所、休憩所、寄宿舎、食堂等の
　衛生管理状況の点検

10月5日（火）安全教育の日 1.火災、地震等による避難訓練の実施
2.巡回検診車を利用した健康診断の実施

10月6日（水）パトロールの日 1.経営首脳による安全衛生パトロールの実施

10月7日（木）反省の日 1.本週間を通しての反省と今後の課題に
　ついて検討し、安全施工をめざす
2.協力業者・作業班・個人等に「いいね」　
「ありがとう」を伝達
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オ
ホ
ー
ツ
ク
海
地
区
頓
別
増
殖
場

造
成
工
事（
補
正
）

現場紹介現場紹介

北海道宗谷総合振興局
西村・丹羽・安田 特定建設工事共同企業体
￥305,800千円（うち工事に係る消費税￥27,800千円）
令和3年3月30日～令和3年11月20日
魚礁構造物撤去移設工
　魚礁構造物撤去引上げ・再設置(海上方式)工　一式
 （うちホタテガイ漁場A=3,320,000㎡、
　　　マガレイ増殖場A=5,600㎡）N=3,754個

発 注 者／
受 注 者／
受注金額／
工　　期／
工事概要／

　

浜
頓
別
町
は
、
日
本
最
北
の
稚
内
市
か
ら

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
い
に
90
㎞
南
下
し
た
宗
谷

管
内
の
南
部
に
位
置
し
、
地
勢
は
ほ
ぼ
平
坦

で
北
緯
45
度
、
平
均
気
温
５
℃
前
後
と
冷
涼

な
気
候
で
す
。
町
内
に
あ
る
ク
ッ
チ
ャ
ロ
湖

は
、
野
鳥
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
の
保
護
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

頓
別
漁
港
は
昭
和
26
年
に
第
一
種
漁
港
と

指
定
さ
れ
、
ホ
タ
テ
貝
を
は
じ
め
、
漁
獲
量

を
制
限
し
資
源
管
理
を
徹
底
す
る
毛
ガ
ニ

漁
、
サ
ケ
・
マ
ス
の
ふ
化
放
流
に
よ
る
養
殖

事
業
な
ど
、
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
育
て
て
と

る
資
源
栽
培
型
漁
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
工
事
は
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
生
産
性
の
向

上
と
安
定
の
た
め
、
波
浪
の
影
響
の
受
け
に

く
い
沖
側
海
域
へ
漁
場
を
拡
大
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
過
去
に
設
置
し
た
魚
礁
施
設
（
魚

礁
ブ
ロ
ッ
ク
）
を
当
社
の
２
１
０
ｔ
吊
起
重

機
船
及
び
水
中
カ
メ
ラ
付
き
の
専
用
バ
ケ
ッ

ト
を
用
い
て
撤
去
し
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場
を

拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
撤
去
し
た
魚
礁
ブ
ロ

ッ
ク
を
再
設
置
し
、
周
囲
に
生
息
す
る
マ
ガ

レ
イ
に
と
っ
て
良
好
な
育
成
環
境
と
な
る
増

殖
場
を
造
成
す
る
工
事
で
す
。

　

今
回
、
初
め
て
現
場
代
理
人
と
い
う
大
き

な
責
任
を
背
負
う
立
場
に
な
り
、
人
と
人
と

の
絆
や
信
頼
関
係
が
よ
り
一
層
重
要
な
も
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
現
場
が
始
ま
っ
た
当
初

は
、
新
し
い
土
地
で
、
西
村
組
と
し
て
地
元

協
力
業
者
間
の
繋
が
り
が
無
い
状
態
か
ら
開

始
だ
っ
た
た
め
、
探
す
の
に
色
々
と
苦
労
し

ま
し
た
。
今
で
は
、
協
力
し
て
下
さ
る
皆
様

の
お
か
げ
で
、
バ
ケ
ッ
ト
及
び
船
の
修
理
・

補
修
な
ど
、
即
座
に
対
応
し
て
頂
き
、
誠
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

厳
し
い
自
然
環
境
の
中
、
小
さ
な
怪
我
も

な
く
無
事
故
無
災
害
で
施
工
が
出
来
て
い
る

こ
と
は
現
場
で
従
事
さ
れ
る
皆
様
一
人
一
人

が
、
日
頃
よ
り
安
全
を
最
優
先
に
考
え
行
動

し
て
き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
現
港
特
有
の
気
象
・

海
象
を
先
取
り
、
無
事
故
無
災
害
で
の
竣
工

を
目
指
し
、
現
場
従
業
員
・
協
力
会
社
が
一

丸
と
な
っ
て
、
安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
今

後
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
発
注
官

庁
及
び
関
係
官
庁
、
地
域
住
民
の
方
々
の
ご

理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
工
事
を
無
事
行
え
て
い
る
こ
と
誠
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
ま
た
一
緒
に
仕
事
を
や
り
た
い

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
現
場
代
理
人
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
場
代
理
人
　
中
川
　
敬

6



現場紹介

サ
ロ
マ
湖
漁
港
外
１
港　

ア
イ
ス
ブ
ー
ム
補
修
そ
の
他
工
事

　

サ
ロ
マ
湖
は
、
北
海
道
北

東
部
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
に
長

さ
28
㎞
、
幅
１
２
０
〜
５
０

０
ｍ
に
及
ぶ
砂
州
に
よ
っ
て

海
と
仕
切
ら
れ
た
汽
水
湖

で
、
日
本
全
国
で
も
３
番
目

の
大
き
さ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
工
事
施
工
箇
所
と
な

る
サ
ロ
マ
湖
漁
港
は
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
と
サ
ロ
マ
湖
を
結

7

北海道開発局　網走開発建設部
㈱西村組
423,500千円
令和3年3月16日～令和4年3月9日
防波堤（防氷）（サロマ湖漁港）
　アイスブーム工　一式
防波堤（防氷）
　上部工　一式　　仮設工　一式
工事用桟橋B部
　撤去工　一式　　上部工　一式
　付属工　一式　　舗装工　一式
工事用桟橋通路部
　構造物撤去工　一式　　   土　工　一式
　本体工［鋼杭式］ 一式　　上部工　一式
　舗装工　一式　　仮設工　一式
防波堤（防氷）（能取漁港）
　アイスブーム工　一式

発 注 者／
受 注 者／
受注金額／
工　　期／
工事概要／

ぶ
湖
口
部
に
位
置
す
る
第
４
種
漁
港
で
す
。

湖
内
で
は
外
海
に
放
流
す
る
ホ
タ
テ
稚
貝
の

生
産
の
ほ
か
、
ホ
タ
テ
・
カ
キ
の
養
殖
業
、

カ
レ
イ
類
等
の
刺
網
漁
業
等
が
営
ま
れ
、
外

海
で
は
輪
採
性
に
よ
る
ホ
タ
テ
桁
曳
網
漁
業

や
サ
ケ
・
マ
ス
定
置
網
漁
業
を
主
体
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
で
湖
口
は
１
月
中
旬
か
ら

２
月
上
旬
に
か
け
て
シ
ベ
リ
ア
か
ら
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
へ
と
や
っ
て
来
る
流
氷
の
侵
入
口
と

も
な
り
、
昭
和
49
年
１
月
に
は
大
量
の
流
氷

が
湖
内
に
流
入
し
、
当
時
の
養
殖
施
設
の
70

％
相
当
の
22
億
７
千
万
も
の
壊
滅
的
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
世
界
で
初
と
な
る
防
氷
堤
「
ア

イ
ス
ブ
ー
ム
工
法
」
に
よ
り
、
ア
イ
ス
ブ
ー

ム
を
設
置
し
流
氷
流
入
対
策
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
工
事
で
は
、
サ
ロ
マ
湖
漁
港
第
１
湖
口
・

能
取
作
業
所
に
お
い
て
、
ア
イ
ス
ブ
ー
ム
の

調
査
・
点
検
・
補
修
と
、
ア
イ
ス
ブ
ー
ム
の

ロ
ー
プ
が
固
定
杭
下
に
潜
り
込
み
切
断
さ
れ

な
い
よ
う
な
固
定
杭
の
改
良
と
、
航
路
浚
渫

工
事
に
伴
い
発
生
す
る
浚
渫
土
砂
の
揚
土
等

に
使
わ
れ
る
工
事
用
桟
橋
が
、
老
朽
化
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
旧
工
事
用
桟
橋
を
取
壊
し
、

工
事
用
桟
橋
の
新
設
を
行
う
工
事
で
す
。

　

ア
イ
ス
ブ
ー
ム
補
修
は
、
ま
ず
流
氷
と
の

擦
れ
に
よ
っ
て
損
傷
し
た
箇
所
を
確
認
す
る

た
め
に
船
外
機
や
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
を

使
用
し
て
一
度
上
架
を
行
い
ま
す
。
損
傷
箇

所
の
確
認
が
全
本
数
終
了
し
た
ら
ロ
ー
プ
等

の
資
材
発
注
期
間
を
挟
み
、
９
月
上
旬
か
ら

補
修
を
行
い
ま
す
。
補
修
作
業
は
繊
維
ロ
ー

プ
を
使
用
し
て
編
込
み
巻
い
て
い
く
積
巻

や
、
フ
ロ
ー
ト
取
付
の
為
の
繊
維
ロ
ー
プ
を

使
用
し
て
編
込
ん
で
接
続
し
た
り
な
ど
ア
イ

ス
ブ
ー
ム
補
修
は
全
て
手
作
業
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ア
イ
ス
ブ
ー
ム
固
定
杭
改
良
は
、
作
業
箇

所
が
航
路
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
尚
且
つ
潜

水
作
業
や
ク
レ
ー
ン
付
台
船
を
使
用
し
て
の

作
業
で
し
た
の
で
潮
流
の
影
響
を
直
接
受
け

る
環
境
で
の
作
業
で
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
施

工
箇
所
に
潮
止
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
か
ら
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
改
良
部
は
ス
テ
ン
レ
ス

製
の
型
枠
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
充
填
し
改
良

し
ま
す
。
天
気
や
海
象
に
恵
ま
れ
な
い
日
も

あ
り
ま
し
た
が
、
潜
水
士
の
頑
張
り
に
よ
り

無
事
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

工
事
用
桟
橋
は
、
過
年
度
に
製
作
を
行
っ

た
梁
ブ
ロ
ッ
ク
・
床
版
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
と

上
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
桟
橋
通
路
部
の
撤
去
と
桟
橋
通
路

部
新
設
に
伴
う
鋼
管
杭
の
打
設
と
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
製
作
・
設
置
、
上
部
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
設
を
行
い
ま
し
た
。
梁
ブ
ロ
ッ

ク
や
床
版
ブ
ロ
ッ
ク
の
据
付
の
際
は
起
重
機

船
を
使
用
し
て
の
大
掛
か
り
な
作
業
で
し
た

が
安
全
面
や
出
来
形
管
理
を
考
慮
し
て
施
工

で
き
た
の
で
と
て
も
い
い
も
の
が
出
来
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

社
内
報
が
発
刊
さ
れ
る
頃
に
は
残
工
事
も

ア
イ
ス
ブ
ー
ム
工
と
桟
橋
通
路
部
の
上
部
工

と
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
現
場
従
業
員
一
丸

と
な
り
無
事
故
・
無
災
害
で
工
事
を
竣
工
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
発

注
者
や
、
漁
業
関
係
者
の
皆
様
、
関
係
業
者

の
皆
様
に
は
、
御
理
解
と
御
協
力
を
頂
き
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
工
事
竣
工
ま
で
今

し
ば
ら
く
お
付
き
合
い
の
ほ
ど
宜
し
く
御
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

担
当
者
　
齋
藤
　
正
太



網
走
地
区（
常
呂
漁
港
）水
産
物
供
給
基
盤

機
能
保
全
工
事（
補
正
）（
翌
債
）外

　

皆
様
、
お
仕
事
お
疲
れ
様
で
す
。
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
は
豊
か
な
水
産
資
源
の
も
と
新
鮮
な

海
産
物
が
各
地
の
港
で
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま

す
。
常
呂
・
湧
別
漁
港
で
は
地
撒
き
方
式
に

よ
る
ホ
タ
テ
漁
が
盛
ん
で
国
内
屈
指
の
産
地

で
あ
り
、
鮭
や
ホ
ッ
ケ
な
ど
の
魚
種
を
合
わ

せ
る
と
そ
の
漁
獲
高
は
年
間
７
万
ト
ン
を
超

え
、
高
品
質
な
状
態
で
国
内
外
へ
流
通
し
て

い
ま
す
。
本
工
事
は
水
産
物
供
給
に
あ
た
り
、

漁
港
利
用
と
密
接
に
関
係
す
る
航
路
の
水
深

確
保
や
老
朽
化
対
策
と
し
て
中
央
ふ
頭
先
端

部
の
岸
壁
改
修
を
行
う
も
の
で
す
。

　

港
の
出
入
口
で
あ
る
航
路
は
、
海
底
の
堆

砂
が
多
く
な
る
と
干
潮
時
や
漁
船
吃
水
が
深

く
な
る
際
、
船
底
が
堆
砂
に
接
触
す
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
浚
渫
に
よ
り
水
深
を
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

現場紹介

8

北海道オホーツク総合振興局　網走建設管理部
㈱西村組
128,172千円
令和3年3月24日～令和3年11月9日
【常呂漁港】-4.0ｍ航路　浚渫工A=2,968㎡　V=3,381㎥

-3.5ｍ泊地　浚渫工A=3,500㎡　V=3,325㎥
-4.0ｍ岸壁　L=6.0ｍ

本体工［場所打式］、上部工、付属工、
土工、構造物撤去工

【常呂河口漁港】-2.0ｍ航路　浚渫工A=1,032㎡　V=508㎥
【湧別漁港】-4.0ｍ航路　浚渫工A=6,120㎡　V=3,562㎥

-4.0ｍ航路[道債]　浚渫工A=1,000㎡　V=470㎥

発 注 者／
受 注 者／
受注金額／
工　　期／
工事概要／

　

近
年
で
は
、
常
呂
川
・
湧
別
川
の
河
口
部

も
砂
の
堆
積
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

春
の
サ
ケ
稚
魚
放
流
や
秋
の
遡
上
時
期
に
対

す
る
影
響
も
懸
念
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
一

方
、
常
呂
漁
港
の
中
央
ふ
頭
先
端
で
は
厳
冬

期
の
港
内
結
氷
や
陸
上
部
の
凍
結
融
解
に
長

年
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
で
、
岸
壁
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
が
激
し
く
損
傷
し
欠
損
部
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
改
修
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

浚
渫
工
事
は
４
月
か
ら
５
月
を
湧
別
地

区
、
６
月
か
ら
７
月
を
常
呂
地
区
の
順
に
行

い
ま
し
た
。
両
地
区
と
も
浚
渫
土
砂
の
運
搬

作
業
で
は
漁
業
活
動
の
妨
げ
に
な
ら
ぬ
よ

う
、
海
上
は
監
視
船
を
配
置
し
、
陸
上
で
は

運
搬
路
の
清
掃
・
散
水
を
適
宜
行
う
な
ど
、

接
触
災
害
と
環
境
保
全
に
細
心
の
注
意
を
払

い
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

岸
壁
改
修
で
は
劣
化
部
分
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
取
壊
し
、
新
た
に
本
体
工
・
上
部
工
・

舗
装
工
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
ま
す
。

取
壊
し
に
は
本
体
工
復
旧
箇
所
の
境
界
線
に

連
続
削
孔
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
構
造
や
環

境
に
配
慮
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
撤
去
と
復
旧

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
出
来
栄
え
及
び
品
質
が
向

上
さ
れ
る
ほ
か
、
改
修
後
は
係
船
柱
の
位
置

も
変
更
さ
れ
る
の
で
、
漁
船
と
ホ
タ
テ
運
搬

車
両
の
安
全
作
業
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

工
事
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
発
注
者
様
は

も
と
よ
り
漁
協
様
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
関

係
各
位
よ
り
御
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
残
り
僅
か
と
な
り
ま
し
た

が
、
無
事
竣
工
を
目
指
し
現
場
一
丸
と
な
っ

て
残
工
事
に
取
組
み
ま
す
。

現
場
代
理
人
　
依
田
　
広
司



　

こ
ん
に
ち
は
！

　

安
環
部
の
佐
藤
で
す
。

　

今
季
号
か
ら
連
載
を
持
た
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
！
こ
の
よ
う
な
機
会
を

頂
け
て
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
８
月
末
に
２
日
間
に
わ
た

っ
て
開
催
し
た
『
女
性
職
員
に
よ
る
安
全
衛

生
パ
ト
ロ
ー
ル
』
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
か
ら
始
め
て
今
年
で
４
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
初
め
て
工
務

課
職
員
の
皆
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
初
日
が
９
人
、
２
日
目
が
６
人
と
大
所
帯

で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
が
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
毎
年
恒
例
の
作
業
船
へ
の
乗
船

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
沙
留
漁
港
で
被

覆
ブ
ロ
ッ
ク
の
据
付
作
業
を
間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
「
す
ご
い
迫
力
！
」

「
思
っ
た
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
作
業
だ
ね
」

と
、
皆
さ
ん
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
終
了
後
、
「
工
事
の
完
成
形

も
見
た
い
！
」
と
い
う
お
声
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
今
後
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
は
進
捗
を

写
真
に
撮
り
、
共
有
し
て
い
こ
う
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
来
年
以
降
は
コ
ロ
ナ
が
収
ま

っ
て
い
れ
ば
、
遠
方
の
現
場
に
も
足
を
運
ん

で
み
た
い
で
す
ね
！

　

ま
た
、
今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
通
信
さ
ん
・
北
海
道
建
設
新
聞
さ
ん

で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
元
稲
府

漁
港
で
の
紋
別
港
湾
事
務
所
さ
ん
と
の
協
議

会
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
パ
ト
ロ
ー
ル
結
果
の
紹
介

も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紋
別
港
湾
事

務
所
の
井
元
所
長
、
貴
重
な
機
会
を
頂
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
点
検
者
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
現
場
担
当
者
の
皆
さ
ん
、
当
日
取
材
に
来

て
く
だ
さ
っ
た
記
者
の
方
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
開
催
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

取
締
役　

執
行
役
員　

経

営
企
画
部
担
当
兼
採
用
責
任

者
の
西
村
幸
志
郎
で
す
。
今

回
か
ら
連
載
枠
を
い
た
だ
い

た
の
で
メ
イ
ン
の
仕
事
の
「
採

用
」
と
「
チ
ー
ム
」
と
い
う
２

つ
の
テ
ー
マ
で
書
い
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
第
１
回
目
は
採

用
に
つ
い
て｡

み
な
さ
ん
は

採
用
で
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
て

い
ま
す
か
？
最
近
は
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
西
村
組
は
少
し
珍

し
いTw

itter

の
使
い
方
を

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
会

社
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
は

な
く
、
会
社
の
看
板
を
背

負
い
個
人
の
名
前
で
運
用

す
る
と
い
う
方
法
で
す
。

な
ぜ
個
人
で
運
用
す
る
の

か
と
い
う
と
、
温
度
を
感

じ
る
言
葉
を
届
け
た
い
か

ら
で
す
。
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
や
ア
イ
コ
ン
イ

ラ
ス
ト
だ
と
ど
う
し
て
も
〝
ひ
と
〞
の
存
在

を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
し
っ
か

り
顔
と
個
性
が
見
え
る
ア
カ
ウ
ン
ト
の
発
信

に
は
温
度
を
感
じ
ま
す
。
会
社
が
大
切
に
し

て
い
る
想
い
や
仕
事
に
対
す
る
向
き
合
い
方

を
発
信
し
、
そ
こ
に
共
感
し
て
く
れ
た
学
生

や
求
職
者
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
。
会
社
と
し

て
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
西
村
組
で

は
私
の
ほ
か
に
内
定
者
３
名
がTw

itter

を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
正
直
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
仲
間
と
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
事
を
読
ん
で
も
ら

っ
て
い
る
み
な
さ
ん
。
一
緒
に
、
始
め
ま
せ

ん
か
？

安全環境管理部
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入
社
か
ら
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。

私
は
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
昨
年
11

月
か
ら
働
い
て
い
る
の
で
、こ
の
冊
子

が
配
布
さ
れ
る
頃
に
は
、働
き
始
め

て
か
ら
１
年
近
く
経
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。光
陰
矢
の
如
し
と
は
ま
さ
に

こ
の
こ
と
で
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
て
思
う
の
は
、「
安

全
環
境
管
理
部
に
入
れ
て
本
当
に
良

か
っ
た
」と
い
う
こ
と
で
す
。は
じ
め
は

大
学
で
学
ん
だ
法
律
が
生
か
せ
る
と

の
こ
と
で
配
属
を
希
望
し
ま
し
た
が
、

怖
が
り
で
心
配
性
な
私
に
と
っ
て
は

ぴ
っ
た
り
な
部
署
で
し
た
。現
場
に
は

こ
れ
ま
で
何
度
も
パ
ト
ロ
ー
ル
に
行
っ

て
い
ま
す
が
、未
だ
に
現
場
内
を
歩

く
時
は
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
し
、「
吊
荷

が
落
ち
て
飛
ん
で
き
た
ら
ど
う
し
よ

う
」「
つ
ま
ず
い
て
海
に
落
ち
た
ら
ど

う
し
よ
う
」と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、こ
う
し
て
様
々
な「
ｉ
ｆ
」を

考
え
ら
れ
る
の
は
、安
全
管
理
の
立
場

と
し
て
は
大
事
な
こ
と
だ
と
も
思
い

ま
す
。心
配
す
る
だ
け
で
終
わ
ら
せ

ず
、「
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
を
防
げ
る

か
？
」を
考
え
、先
回
り
し
て
現
場
に

お
伝
え
し
、事
故
を
未
然
に
防
い
で
い

く
の
が
今
後
の
目
標
で
す
。

　

社
会
人
と
し
て
の
生
活
は
、毎
日
が

学
び
の
連
続
で
本
当
に
楽
し
い
で
す
。

日
々
新
た
な
知
識
を
得
る
こ
と
で
、自

分
の
辞
書
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
の

を
と
て
も
面
白
く
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、上
司
の
皆
様
方
は
い
つ
も

　

新
入
社
員
の
２
人
へ
。
入
社
か

ら
半
年
経
ち
ま
し
た
が
、
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
仕
事
内
容
は
も
ち
ろ

ん
、
人
間
関
係
や
、
環
境
に
慣
れ
て

き
ま
し
た
か
。
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら

な
い
こ
と
や
、
不
安
に
な
る
こ
と
が

多
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
も
未
だ

に
そ
う
い
う
こ
と
が
多
い
で
す
。
で

す
が
、
そ
の
不
安
を
払
拭
す
る
た

め
に
、
考
え
行
動
す
る
こ
と
で
、
壁

を
一
つ
ま
た
一
つ
と
乗
り
越
え
て
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

西
村
組
は
今
変
革
の
中
に
い
ま

す
。
社
是
・
社
訓
の
「
誠
実
」
と

「
和
」
を
大
黒
柱
と
し
、
西
村
組
Ｐ

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
を
掲
げ
、
良
い
方
向
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
変
革
の

中
で
、
組
織
の
意
思
決
定
方
式
を

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
に
変
え
て
い
く
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
心
に
い
る
の
は

貴
方
達
で
す
。
積
極
的
に
新
し
い

風
を
当
社
に
吹
き
込
む
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

安全環境管理部

佐藤　朱夏

工事部

鈴木　慧

　

入
社
し
て
か
ら
早
半
年
が
経
過

し
ま
し
た
、日
没
も
早
く
肌
寒
い

季
節
に
な
り
、時
の
流
れ
の
早
さ
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

半
年
間
を
振
り
返
る
と
、初
め
て

の
事
だ
ら
け
で
現
場
に
揉
ま
れ
苦
労

し
な
が
ら
も
、着
実
に
仕
事
を
覚
え

始
め
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、登
栄
床
漁
港
で
仕
事

を
し
て
い
て
、日
々
現
場
の
様
々
な
管

理
業
務
や
測
量
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。現
場
で
の
仕
事
は
常
に
流
動
的

な
の
で「
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」が
非
常
に
大
切
で
す
。作
業
員

の
方
が
現
場
作
業
を
円
滑
に
行
う

に
は
、資
材
や
測
量
な
ど
の
段
取
り

を
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。作

業
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
材
料
や

測
量
は
何
な
の
か
、私
は
自
分
で
完

璧
に
段
取
り
が
出
来
な
い
の
で
、作

業
員
の
方
や
上
司
に〝
分
か
ら
な
い

こ
と
は
徹
底
的
に
聞
く
〞と
い
う
こ

と
を
常
に
意
識
し
て
仕
事
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

今
の
仕
事
の
楽
し
み
は
、仕
上
が
っ

て
い
く
構
造
物
を
見
る
こ
と
で
す
。

今
年
度
の
施
工
箇
所
で
あ
る
登
栄

床
漁
港
の
南
護
岸
は
、私
が
初
め
て
一

工事部
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「
頑
張
っ
て
い
る
ね
」と
声
を
掛
け
、見

守
り
、助
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。知
識

不
足
故
、と
ん
ち
ん
か
ん
な
こ
と
も

多
々
言
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、

突
っ
ぱ
ね
ず
に
部
下
の
考
え
を
聞
き
、

対
話
し
、時
に
認
め
、時
に
諭
し
て
く

だ
さ
る
上
司
陣
は
本
当
に
素
敵
だ
と

思
い
ま
す
し
、自
分
は
恵
ま
れ
た
環

境
に
い
る
な
、と
常
々
感
じ
ま
す
。心

か
ら
皆
さ
ん
の
こ
と
を
尊
敬
し
て
い
ま

す
し
、早
く
皆
さ
ん
の
背
中
に
近
づ
き

た
い
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
先
は
長
く
、多
く
の
壁

に
直
面
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、災

害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。皆
様
、今
後
と
も
ご
指
導
・ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

か
ら
携
わ
っ
た
工
事
で
、何
も
な
い
と

こ
ろ
か
ら
、立
派
な
構
造
物
が
出
来

て
い
く
過
程
を
見
て
い
く
と
、人
の
力

っ
て
凄
い
な
と
感
心
し
ま
す
。南
護

岸
が
完
成
し
た
時
は
、言
葉
に
な
ら

な
い
く
ら
い
嬉
し
く
誇
ら
し
か
っ
た
で

す
。こ
れ
が
モ
ノ
づ
く
り
の
良
さ
な
の

か
な
と
し
み
じ
み
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
人
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
、必
要
な
ス
キ
ル
を
磨

い
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。



　

令
和
３
年
９
月
15
日
（
水
）、
雄

武
町
立
豊
岡
小
学
校
と
雄
武
小
学
校

の
２
年
生
〜
６
年
生
ま
で
の
児
童
36

人
を
招
き
、
元
稲
府
の
現
場
で
現
場

見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
す
る
に
あ
た
っ
た
経
緯
は
、

雄
武
町
の
元
稲
府
漁
港
で
工
事
を
行

っ
て
い
る
上
で
未
来
あ
る
地
元
の
小

学
生
に
、
地
元
産
業
の
事
を
、
ど
ん

な
工
事
を
し
て
い
る
の
か
を
、
港
湾

工
事
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ

て
い
る
の
か
、
西
村
組
と
は
ど
ん
な

会
社
な
の
か
を
座
学
に
始
ま
り
、
現

場
で
活
躍
し
て
い
る
機
械
・
機
器
に

触
れ
て
も
ら
い
、
建
設
業
に
関
わ
る

こ
と
を
楽
し
く
学
習
し
て
興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
場
を
提
供
し
た
い
と
考

え
、
雄
武
町
の
教
育
委
員
会
を
通
し

て
２
つ
の
小
学
校
に
相
談
し
、
開
催

す
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
子
供
た
ち
と
小
学
校
に
て

現場見学会

雄武地区
小 学 生

座
学
で
勉
強
し
、
そ
の
後
現
場
を
見

学
し
た
り
、
ド
ロ
ー
ン
を
操
作
し
高

い
位
置
か
ら
の
映
像
を
観
た
り
、
大

型
重
機
に
試
乗
し
迫
力
を
体
験
し
た

り
、Ａ
Ｒ
で
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
越
し
に
そ
の

場
所
に
は
存
在
し
な
い
起
重
機
船
を

観
た
り
と
、工
事
現
場
を
体
験
し
て
、

最
後
に
集
合
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
な
が
ら
、
児
童
に
と
て
も
楽
し
ん

で
も
ら
え
た
見
学
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
実
施
し
た
私
た

ち
も
計
画
か
ら
当
日
ま
で
と
て
も
ワ

ク
ワ
ク
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

見
学
会
終
了
後
、
参
加
し
た
両
小

学
校
か
ら
感
謝
状
を
、
児
童
36
名
全

員
か
ら
手
書
き
の
お
て
が
み
を
い
た

だ
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
！

又
、
両
小
学
校
の
ブ
ロ
グ
に
こ
の
こ

と
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
ま
す
！
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あ
お
み
建
設
㈱
様
の
安
全
大
会

が
開
催
さ
れ
、
令
和
二
年
度
に
下

請
施
工
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
20

Ａ
Ｊ
Ｖ
苫
小
牧
浚
渫
工
事
」
が

『
安
全
優
秀
賞
』
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
で
安

全
大
会
自
体
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
あ
お
み
建
設
北
海
道

支
店
に
て
安
全
表
彰
の
表
彰
式
が

開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

あ
お
み

建
設
㈱
様

を
は
じ
め
、

関
係
各
位

の
皆
さ
ま

に
は
、
こ

日
本
港
湾
協
会　

港
湾
功
労
者
表
彰

　

日
本
港
湾
協
会
よ
り
、工
事
部
田

中
和
幸
さ
ん
が
港
湾
功
労
者
表
彰

を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
た
め
残
念
な
が
ら
表
彰
式
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、、後
日

西
村
社
長
よ

り
賞
状
と
記

念
品
が
手
渡

さ
れ
る
予
定

で
す
。田
中

和
幸
さ
ん
お

め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

令
和
３
年
度　

北
海
道
開
発
局
優
良
工
事
等
表
彰　

網
走
開
発
建
設
部
長
表
彰

あ
お
み
建
設
株
式
会
社
様
よ
り
表
彰
状

『
令
和
３
年
度 

北
海
道
開
発
局
優

良
工
事
等
表
彰
』
に
お
い
て
『
網

走
開
発
建
設
部
長
表
彰
』
を
受
賞

し
ま
し
た
！

　

北
海
道
開
発
局
発
注
の
令
和
２

度
に
完
成
し
た
工
事
の
内
、
弊
社

施
工
の
「
ウ
ト
ロ
漁
港　

島
防
波

堤
・
知
床
岬
岸
壁
工
事
」
が
見
事

受
賞
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
７
月

19
日
（
月
）
、
網
走
開
発
建
設
部

に
て
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
当
現
場

の
監
理
技
術
者
の
合
田
幸
司
課
長

補
佐
が
出
席
し
、
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

施
工
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
近
隣
住
民
の
皆
さ
ま
を
始

め
、
発
注
者
の
方
々
や
協
力
業
者

の
方
々
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

工
事
名
：
ウ
ト
ロ
漁
港
島
防
波
堤
・

知
床
岬
岸
壁
工
事

技
術
者
：
合
田
　
幸
司

石
巻
市
表
彰
式

　

令
和
３
年
７
月
12
日
、
石
巻
市

市
役
所
に
て
石
巻
市
優
良
建
設
工

事
施
工
業
者
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
丸
本
組
・
西
村
組
復
旧
・
復

興
建
設
工
事
共
同
企
業
体
が
「
施

工
技
術
や
現
場
管
理
、
出
来
栄
え

な
ど
が
極

め
て
優
れ

た
工
事
」

と
し
て
表

彰
状
を
い

た
だ
き
ま

し
た
！

清
水
町
か
ら
感
謝
状

　

西
江
・
西
村
・
小
針
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体
の
皆
さ
ん
が
施

工
す
る
工
事
現
場
の
あ
る
清
水
町

で
児
童
館
周
辺
の
立
木
の
伐
採
を

行
い
、
清
水
町
か
ら
感
謝
状
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

工
事
名
：
平
成
28
年
災
ペ
ケ
レ
ベ
ツ

川
災
復
助
成
12
工
区

12

の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
受
賞
に
慢
心
せ
ず
、
安
全

第
一
で
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う

日
々
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ワ

ク
チ
ン
は
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
製
。

当
初
７
月
の
職
域
接
種
を
計
画
し
て

い
ま
し
た
が
、
自
治
体
へ
の
ワ
ク
チ

ン
確
保
が
先
行
と
な
り
職
域
接
種
へ

の
ワ
ク
チ
ン
遅
配
し
た
た
め
、
予
定

よ
り
少
な
い
接
種
人
数
に
は
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
西
村
組
の
従
業

員
や
そ
の
家
族
の
ほ
か
、
湧
別
町
、

遠
軽
町
、
紋
別
市
、
北
見
市
の
近
隣

市
町
村
の
皆
さ
ん
に
も
声
を
か
け
、

湧
別
総
合
体
育
館
に
て
接
種
希
望
者

全
員
に
９
月
18
日
（
土
）
に
１
回
目
、

10
月
16
日
（
土
）
に
２
回
目
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

実
施
し
ま
し
た
。
接
種
さ
れ
た
か
た

の
中
に
は
、
妊
婦
の
た
め
モ
デ
ル
ナ

社
製
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
る
機

会
を
探
し
て
い
た
方
や
、
現
在
住
ん

で
い
る
自
治
体
で
の
接
種
案
内
が
ま

だ
来
て
い
な
か
っ
た
の
で
早
く
打
て

て
安
心
し
た
。
な
ど
の
感
謝
の
声
も

い
た
だ
き
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

地
域
の
皆
さ
ん
、
西
村
組
の
従
業
員

や
そ
の
家
族
の
不
安
の
解
消
・
手
助

職
域
接
種
を
実
施
し
ま
し
た

け
が
で
き
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
か
ら
と

い
っ
て
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
不

確
か
な
情
報
に
惑
わ
さ
れ
ず
確
か

な
情
報
を
理
解
し
、
正
し
く
恐
れ
、

身
近
な
大
切
な
人
を
失
わ
な
い
よ

う
一
人
一
人
が
気
を
緩
め
る
こ
と

な
く
引
き
続

き
感
染
予
防

対
策
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し

た
、
か
わ
む

ら
整
形
外
科

の
皆
さ
ま
、

小
林
病
院
の

皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

西村組×ひがし北海道クレインズ西村組×ひがし北海道クレインズ

11/20（土）17：00

11/21（日）15：00

11/27（土）15：00

11/28（日）15：00

東北フリーブレイズ

東北フリーブレイズ

H.C.栃木日光アイスバックス

H.C.栃木日光アイスバックス

八戸：FLAT HACHINOHE

釧路：ひがし北海道クレインズアイスアリーナ

釧路：ひがし北海道クレインズアイスアリーナ

八戸：FLAT HACHINOHE
日　時 対戦チーム 会　場

前期の試合日程

　

昨
シ
ー
ズ
ン
に
引
き
続
き
今
シ
ー
ズ
ン
も
微
力
な
が
ら
ス
ポ
ン

サ
ー
と
し
て
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。先
日
、

ひ
が
し
北
海
道
ク
レ
イ
ン
ズ
の
河
合
龍
一
選
手
、寺
尾
裕
道
選
手
、

大
津
晃
介
選
手
の
３
名
が
来
社
さ
れ
、
西
村
幸
志
郎
取
締
役
へ
認

定
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
抱
負
や
今
後
の
活
動

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
「
西
村
組
」
の
ロ
ゴ
は
心
臓
に
近
い
左
胸
（
向
か

っ
て
右
胸
）
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
前
期
シ
ー
ズ
ン
も
残
す
と
こ
ろ

あ
と
４
戦
！
後
半
戦
に
向

け
て
い
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ

る
よ
う
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

　

昨
シ
ー
ズ
ン
の
ロ
ゴ
か

ら
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
り
ま

し
た
西
村
組
の
ロ
ゴ
に
も

ご
注
目
く
だ
さ
い
！



石
狩
湾
新
港
ゴ
ミ
拾
い

コ
ム
ケ
湖
周
辺
ゴ
ミ
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

令
和
３
年
10
月
１
日（
金
）、

西
村
・
藤
共
経
常
建
設
共
同

企
業
体
の
メ
ン
バ
ー
が
コ
ム

ケ
湖
の
サ
ン
ゴ
草
群
生
地
付

近
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

清
掃
に
は
20
名
が
参
加
し
、

砂
浜
を
約
２
キ
ロ
に
わ
た
り

清
掃
い
た
し
ま
し
た
。
砂
浜

と
い
う
足
場
の
悪
い
中
、
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
！

　

令
和
３
年
７
月
12
日
（
火
）、
石

狩
湾
新
港
放
水
路
東
側
面
緑
地
の

海
浜
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
（
湧
）
西
村
・
福
津
経
常
建
設
共

同
企
業
体
は
昨
年
度
に
引
き
続
き

本
年
度
も
、
石
狩
湾
新
港
の
防
波

堤
本
体
と
な
る
ケ
ー
ソ
ン
製
作
を

行
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

の
工
事
に
対
す
る
理
解
と
協
力
へ

の
感
謝
と
「
海
の
日
」
を
前
に
海
浜

地
を
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
か
ら
海
浜
清
掃
を

企
画
し
ま
し
た
。
清
掃
に
は
13
名

が
参
加
し
、
砂
浜
に
散
乱
し
た
空

き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
金
網
な
ど

の
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。
今

後
も
積
極
的
に
社
会
貢
献
活
動
に

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

14

実施期間
７／１～10／31

　

今
年
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
７

月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
の
４

か
月
間
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ラ
リ
ー

に
参
加
し
ま
し
た
！
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ラ
リ
ー
北
海

道
２
０
２
１
」
と
は
、
交
通
事
故

多
発
期
に
、
無
事
故
・
無
違
反
を

目
指
す
こ
と
に
よ
っ
て
安
全
運
転

意
識
を
高
め
、
交
通
事
故
防
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
参
加
型

の
交
通
安
全
運
動
で
す
。
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ラ
リ
ー
期
間
は
10
月
末
で

終
了
し
ま
し

た
が
引
き
続

き
事
故
・
違

反
の
な
い
よ

う
安
全
運
転

を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
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趣
味
等
の
活
動
中
の
写
真
や
自
分

で
撮
影
し
た
景
色
等
の
写
真
、自
分
の

宝
物
や
ペ
ッ
ト
な
ど
、何
で
も
結
構
で

す
。な
お
か
つ
メ
イ
ン
は
写
真
な
の
で
、

文
章
は
説
明
文
程
度
で
結
構
で
す
。

　

皆
様
の〝
凄
い
〞〝
美
し
い
〞〝
可
愛
い
〞

〝
面
白
い
〞写
真
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
投
稿
し
て
く
だ

さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
及
び
宛
先
は
総
務

部
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

●結婚祝い
井上　美幸（長男）

●出産祝い
赤坂　夕香里（長女）　

●成人祝い
斎藤　くるみ

●還暦祝い
久々湊　慎
新谷　隆司
佐々木　弘幸
金崎　信幸

●お見舞い
成川　和美

●お悔やみ
小川　政美
（実母　小川  キヨ子）

湧
別
建
設
業
協
会
主
催
　
交
通
安
全
街
頭
啓
発

　

札
幌
工
科
専
門
学
校
の
生
徒
１

名
を
８
月
23
日
か
ら
９
月
４
日
ま

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入

れ
を
し
ま
し
た
。
実
習
内
容
は
「
建

設
現
場
に
お
け
る
潜
水
業
務
及
び

施
工
管
理
業
務
の
実
務
」
で
す
。

慣
れ
な
い
環
境
の
中
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
自
ら
意
欲
的
に
質
問
し
元
気

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

学
校
生
活
や
将
来
設
計
の
お
役
に

立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
年
も
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
９
月
21
日
〜
30
日
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
西
村
組
で
は
季
節
ご
と
に
行

わ
れ
る
交
通
安
全
運
動
に
併
せ
て
、

交
通
安
全
街
頭
啓
発
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

安
全
運
動
初
日
の
９
月
21
日
に
交

通
量
の
多
い
通
学
時
間
に
合
わ
せ

て
、
社
員
30
名
が
湧
別
小
学
校
前
に

て
交
通
安
全
旗
で
旗
の
波
を
つ
く
り

街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

子
供
や
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩

行
者
の
安
全
の
確
保
、
安
全
運
転
意

識
の
向
上
、
自
転
車
の
安
全
確
保
と

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
、
飲
酒
運
転
等

の
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
根
絶
の
重

点
４
点
に
つ
い
て
こ
の
啓
発
活
動
を

機
に
皆
さ
ん
に
も
心
に
留
め
て
い
た

だ
き
、
交
通
弱
者
と
呼
ば
れ
る
方
た

ち
の
助
け
に
な
る
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
う
す
。

　

悲
し
い
事
故
が
１
件
で
も
減
る
よ

う
、
交
通
法
令
を
遵
守
、
交
通
マ
ナ

ー
を
守
り
、
安
全
運
転
を
し
ま
し
ょ

う
！

《
秋
の
交
通
安
全
運
動
目
標
》

・
子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩

行
者
の
安
全
の
確
保

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止
と

歩
行
者
等
の
保
護
な
ど
安
全
運
転

意
識
の
向
上

・
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー

ル
遵
守
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な
運

転
の
根
絶

秋
の
交
通
安
全
運
動

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

令
和
３
年
10
月
15
日
（
金
）、
湧
別

建
設
業
協
会
主
催
の
交
通
安
全
街
頭

啓
発
に
参
加
し
ま
し
た
。「
工
事

追
込
期
に
お
け
る
建
設
産

業
交
通
事
故
防
止
総
ぐ

る
み
運
動
」
並
び
に

「
秋
の
輸
送
繁
忙
期
の

交
通
安
全
運
動
」
の

行
事
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
が
交
通

安
全
手
旗
・
の
ぼ
り
等
に
よ

り
「
旗
の
波
」
を
作
り
交
通
安
全
街

頭
啓
発
を
実
施
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

交
通
安
全
と
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
、
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

例
年
追
い
込
み
期
に
当
た
る
10
月

か
ら
12
月
に
多
発
す
る
傾
向
に
あ

り
、
死
亡
者
、
死
傷
者
と
も
に
年
間

の
３
割
弱
が
こ
の
時
期
の
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
が
冬

本
番
で
す
。

ま
だ
ま
だ
寒

い
日
が
続
き

ま
す
が
安
全

第
一
で
気
を

引
き
締
め
て

い
き
ま
し
ょ

う
！
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紋 別 支 店／紋別市港町１丁目　TEL（0158）24-3413

道東営業所／釧路市錦町５丁目３番地 三ツ輪ビル５Ｆ　TEL（0154）25-5669

函館営業所／函館市本町26-18 第２名美ビル　TEL（0138）53-5144

東北営業所／宮城県石巻市恵み野６丁目５番地15　スマイルビル２Ｆ　TEL（0225）98-9598

　4年前に始めた鮭釣り、師匠は机を隣に
する加茂谷さん！！シーズン中は朝2時起
きで週末釣り場に出かけています。毎年釣
果は右肩上がりで昨シーズンは20匹を釣
り上げました。釣った鮭は切り身・トバ・山
漬けにしたり、知り合いにお裾分けしてい
ます。ボウズの時も結構ありますが、浜辺
で椅子に座って波の音を聞きながらウトウ
トしているのもリラックスして最高です！！

毛利　祐宏

TOPICS


